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12月26日，町議会議場で神石高原町次
世代議会が開かれました。神石高原中学校，
三和中学校，油木高校の14名の生徒が議
長や議員となり町への提言を発表され，町
長と教育長が答弁しました。生まれ育った
神石高原町の未来を真剣に考えて作られた
提言には，次代を担う子どもたちの町への
熱い思いが込められていました。

次世代議会を開会
今月の表紙
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町
長
新
年
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
で
輝
か
し
い
平
成
三
十
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

神
石
高
原
町
の
町
政
に
携
わ
り
、一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

「
誰
も
が
挑
戦
で
き
る
ま
ち
神
石
高
原
町
の
創
造
」「
本
町
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
の
た
め
奔

走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
神
石
高
原
町
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
強
く
感
じ
た

一
年
間
で
し
た
。

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
集
ま
り
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
の
笑
顔
・
ア
イ
デ
ア
・
熱
意
に
触
れ
る
こ
と
で
、

本
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
昨
年
ま
い
た「
８
つ
の
挑
戦
」の
芽
を
出
さ

せ
大
き
く
育
て
て
い
く
取
り
組
み
と
と
も
に
、
未
来
へ
の「
種
」

と
な
る「
子
育
て
支
援
・
教
育
施
策
の
充
実
」に
力
を
入
れ
、
定

住
者
の
確
保
と
21
世
紀
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
夢
を
持
っ
て
成
長
し
、
次
代
に
つ
な
が
る
小
さ

く
て
も
元
気
の
で
る
ま
ち
づ
く
り
を
創
造
い
た
し
ま
す
。

本
町
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
依
然
と
し
て
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
知
恵
、
お
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
就
任
二
年
目
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
年 

元
旦　

神
石
高
原
町
長　

入
江　

嘉
則
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人
事
行
政
の
運
営
の
状
況

抜　粋

 １　職員数および職員の任免の状況 （平成29年４月１日現在）　

　⑴職　員　数　162名（特別職（町長，副町長および教育長），再任用職員を除きます。）
　⑵職員の採用　    3名（H29.4.1採用）
　⑶職員の退職　    5名（H28.4.1～H29.3.31定年退職４名，自己都合退職１名）

 ２　職員の給与などの状況 （平成29年４月１日現在）　

⑴ 職員の平均年齢，平均給料月額および平均給与月額の状況
区　　分 平均年齢 平均給料月額※１ 平均給与月額※２

一般行政職 43.8 歳 327,817 円 369,318 円

技能労務職 51.8 歳 343,950 円 361,750 円
※１　基本給の平均です。
※２　基本給に扶養手当，通勤手当などの諸手当を加えた額の平均です。

⑵ 期末手当，勤勉手当および退職手当の状況
区　　　分 内　容 支　給　額

期末・勤勉手当※１
期末手当 2.60 月
勤勉手当 1.70 月
　 計　  4.30 月

１人当たり平均支給額（平成28年度）
� 151 万 3千円

退職手当※２
勤続 25年の場合
自己都合退職 29.1450 月分
応募認定退職 34.5825 月分

１人当たり平均支給額（平成28年度）
� 1,830 万 5千円

※１および※２は，平成28年度の実績状況です。

⑶ 特別職の給料などの状況
区　　　分 給料／報酬月額 期末手当 退職手当

町 長
副 町 長
教 育 長

727,000 円
641,000 円
599,000 円

2.90 月 （算定方式）
給料月額×在職年数×乗率※

議 長
副 議 長
議会運営委員長
常任委員長
議 員

315,000 円
265,000 円
255,000 円
255,000 円
245,000 円

3.10 月 制度はありません。

※　乗率は，町長5.0，副町長3.0，教育長2.5です。

⑷ 初任給の状況
区　　　　分 神石高原町 国

一般行政職
大　学　卒 178,200 円 ※１ 178,200 円

高　校　卒 146,100 円 ※２ 146,100 円
※１　上級試験により採用された場合の支給額です。
※２　初級試験により採用された場合の支給額です。

　
町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
、
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事

行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
「
地
方
公
務
員

法
」、「
神
石
高
原
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
す
る
も
の
で
す
。

人事行政の運営などの状況については，町ホームページ（http://www.jinsekigun.jp/p/town/
introduction/formation/soumu/soumu/jinjigyousei/）に詳細を掲載していますのでご覧く
ださい。
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　　　 「教養のまち－神石高原町」 読書の集い2017
―神石高原町読書感想文コンクール表彰式・読書講演会―　開催

【小学生の部】	 最優秀賞：藤井　美咲（豊松小６年）
	 優 秀 賞：村上　京桜（油木小４年）
	 〃 ：豊田　有笑（三和小３年）
	 〃 ：古森　　暖（油木小５年）

【中学生の部】	 最優秀賞：梶原　綾花（神石高原中３年）
	 優 秀 賞：古城　真緒（三和中１年）
	 〃 ：高石　若葉（神石高原中２年）

【高校生の部】	 最優秀賞：清水　結衣（油木高３年）
	 優 秀 賞：古森　茉文（油木高３年）
	 〃 ：谷本明花里（油木高３年）

【黒い雨の部】	 最優秀賞：柏床　勝子（一般）
	 優 秀 賞：成本　孝宏（一般）

【一般の部】	 特 別 賞：能村　正徳（一般）
	 ＊敬称略

土地の力」と題して講演が行われました。「魅力的な土地には魅力的な物語が生まれ，そ
の物語がさらに土地の魅力を高めると考えられている。それが，地域の魅力を再発見す
る契機になる。神石高原町でもきっとできるはず」と話されました。
受賞者は次の皆さんです。

町では読書への関心を高め，積極的・自主的な読書活動を推進するため，８月を「神石高原町読書月間」
と定め，読書感想文を募集し，今年度は331点の応募をいただきました。

バンダバーグ クリスチャン カレッジ
（オーストラリア）と連携覚書を交わしました

11月18日，教育長，中学校長代表，中学校英語教諭
代表２名，英語教育コーディネーターの５名の訪問団
がオーストラリアのバンダバーグへ向けて日本を出発
しました。今回の訪問の大きな目的は，神石高原町教
育委員会とバンダバーグ クリスチャン カレッジ（以下，

「BCC」。）との連携覚書の締結でしたが，短い滞在期間
中，来年度以降の中学校生徒の海外渡航に向けて，BCC
以外にも，生徒の訪問候補地数カ所の下見も行いました。

日本を出発して３日目に訪問団一行はBCCで盛大な
歓迎を受け，翌21日，コイニー理事長，スターリング校

者の連携協定が結ばれました。両者の今後の国際交流の未来を予見
するかのように，覚書調印を含む流れはスムーズに運び，終始笑顔
で，予定していた日程が進みました。

BCCは幼稚園から高等学校までの私立の学校で，既に，姉妹校
連携により県立油木高等学校はBCCの高等部と交流を行い，互い
の行き来が実現しています。今回の連携協定により，BCCと町内小・
中学校の児童生徒の国際交流の第一歩が踏み出されました。

笑顔で覚書を披露する（左から）コイニー理事長，
馬屋原教育長，スターリング校長

訪問の様子は地元紙に
取り上げられました

長と馬屋原教育長それぞ
れがサインし，神石高原
町教育委員会とBCC両

その作品の中から，各部門の最優秀賞・優秀賞・特別
賞を選び，12月17日，「読書の集い2017」として，三和協
働支援センターで，表彰式と読書講演会を開催しました。
表彰式では，受賞者への賞状と記念品贈呈，各部門の
最優秀賞受賞者による作品の朗読が行われました。

読書講演会では，尾道市立大学教授
で作家の光原百合さんにより「物語と
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神
石
高
原
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ワ
ー
ド

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
授
賞
式
を
開
催

楽
天
と

 

包
括
連
携
協
定
を
締
結
！

12
月
21
日
、「
神
石
高
原
町
チ
ャ
レ
ン

ジ
ア
ワ
ー
ド
」ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
授
賞
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
開
催
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
す

が
、
２
次
審
査
と
な
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
７
件
の
提
案
が
あ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
新
規
性
や
独
創
性
に
つ
い

て
競
わ
れ
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２

点
が
決
定
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
22
日
、
道
の
駅
さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、「
神
石
高
原
町
と
楽
天
株
式
会
社（
本
社
：
東
京

都
）と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
や
町
産
品
の
販
路
拡

ド
ッ
グ
ト
レ
イ
ル
は
、

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
里

守
り
犬
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
貫
で
、
集
落
を
犬

に
散
歩
さ
せ
、
集
落
と
山

の
境
界
地
に
犬
の
臭
い
を

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
有

害
鳥
獣
が
警
戒
し
、
山
か

ら
集
落
に
降
り
て
く
る
の

を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま

す
。町

内
外
か
ら
多
く
の
愛

犬
家
と
愛
犬
が
参
加
さ

れ
、
な
が
の
村
周
辺
を
１

時
間
か
け
て
散
歩
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
継
続
的
に
開
催

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
環
境
衛
生
課
ま

た
は
、
ピ
ー
ス
ワ
ン
コ
・

ジ
ャ
パ
ン
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

環
境
衛
生
課　
☎
８
９-

３
３
３
６

ピ
ー
ス
ワ
ン
コ
・
ジ
ャ
パ
ン　
☎
８
２-

２
０
２
５

最優秀賞　提 案 者　株式会社次世代教育環境開発
　　　　　プラン名　	小学生を対象とした
　　　　　　　　　　全寮制インターナショナルスクール事業
優 秀 賞　提 案 者　株式会社中國開發　神石エコファーム
　　　　　プラン名　	食品リサイクルループをいかした
　　　　　　　　　　	中山間活性化まちづくりプロジェクトと

葉面散布剤の商品化およびそれに伴う	
有機農業への普及

優 秀 賞　提 案 者　株式会社神石高原ティアガルテン
　　　　　プラン名　	神（Jin）フルーツブランドの創出と
　　　　　　　　　　ワイン・リキュール開発事業

里さ
と

守も

り
犬い

ぬ

育
成
事
業

（
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
）

～
ド
ッ
グ
ト
レ
イ
ル
活
動
～

受賞者の皆さん

楽天　安藤常務執行役員（左），入江町長

入江町長から賞状を受け取る
㈱次世代教育環境開発さん（右）

大
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
、
Ｉ
Ｔ
利
活

用
の
促
進
な
ど
幅
広

い
分
野
で
連
携
を
強

化
し
、
本
町
の
経
済

の
活
性
化
や
利
便
性

の
向
上
に
向
け
、
相

互
に
連
携
・
協
力
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

締
結
式
終
了
後
、

広
場
で
ド
ロ
ー
ン
の

デ
モ
飛
行
も
行
い
ま

し
た
。
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神石高原

神石高原かがやきネットで基本チャンネルプランスタンダード（地上デジタル放送と告知放送のセット）を
利用されている世帯については次の基準に該当する場合，月額利用料の減免を受けることができます。

上記基準に該当し，減免を希望される場合は申請が必要になります。申請書類は役場本庁まちづくり推進課
情報観光係または，各支所町民課へ備えてあります。

月額利用料の減免について

基　　　　　準 減　免　額
生活保護などの公的扶助を受けている世帯の場合 全額免除
障害者を含む世帯で，世帯全員が町民税非課税の場合

または
75歳以上のひとり世帯で，町民税が非課税の場合

一部減免
（540円減免）

ホームページ http://www.kagayakinet.ne.jp/

【お問い合わせ先】　まちづくり推進課情報観光係　☎0847-89-3332（町内電話 33-89-3332）
　　　　　　　　　株式会社ケーブル・ジョイ　☎0847-45-0557
　　　　　　　　　同 上 　 神 石 高 原 事 務 所　☎0847-89-0012（町内電話 33-89-0012）

※現在減免中の皆さまへ
　減免の対象期間は３月分までとなっています。引き続き減免を希望される場合は再度申請が必要となります。
　現在減免中の世帯には，申請書を２月上旬までに郵送しますので必要事項をご記入のうえ，３月２日（金）までにご
提出ください。
　なお，提出期限に間に合わなかった場合は４月分からの減免になりません。また，審査の結果，減免基準に該当しな
い場合は減免になりませんのでご了承ください。

―「人権」とは「全ての人々が生命と自由を確保し，
それぞれの幸福を追求する権利」あるいは「人間が人
間らしく生きる権利で，生まれながらに持つ権利」で
あり，だれにとっても身近で大切なもの，日常の思い
やりの心によって守られるものです。―
　今回の「シリーズ　人権を考える」では，「インター
ネットによる人権侵害」についてお伝えします。

Series

vol.11

インターネットによる人権侵害
インターネットの普及に伴い，その匿名性，情
報発信の容易さから，個人の名誉を侵害したり，
差別を助長する表現など，人権にかかわるさまざ
まな問題が発生しています。そのため，一般のイ
ンターネット利用者などに対して，個人の名誉や
プライバシーに関する正しい理解を深めるための
啓発活動を推進していくことが必要です。
� （法務省　―主な人権課題―より引用）

【お問い合わせ先】住民課　☎89-3334

固定資産税を納める人（納税義務者）とは？
　固定資産税の納税義務者は，毎年１月１日現在
の固定資産（土地，家屋，償却資産）の所有者と
して固定資産課税台帳に登録されている方です。
　具体的には次のとおりです。

豆 知 識税金

　固定資産税の納税通知書は，毎年５月に発送します。
納期については，通年
　第１期　５月１日から５月31日まで	（納期限 	 5月31日）
　第２期　７月１日から７月31日まで	（納期限 	 7月31日）
　第３期　９月１日から９月30日まで	（納期限 	 9月30日）
　第４期　11月１日から11月30日まで	（納期限 11月30日）
※	納期限が土・日曜日や祝日の場合は，その翌日が納期限と
なります。

土　　地 登記簿または土地課税台帳に所有者とし
て登記または登録されている方

家　　屋 登記簿または家屋課税台帳に所有者とし
て登記または登録されている方

償却資産 償却資産課税台帳または償却資産評価調
書に所有者として登録されている方
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～ゴミや油を流さないで～ ～異物を流さないで～

～薬品類は流さないで～

～各マスの清掃を心がけましょう～

～髪の毛は流さない　　
　　ようにしましょう～

◦	魚の骨・はし・野菜くずや食べ残しを流すと，
詰まりや排水があふれる原因となります。ま
た，シンク排水口の網は必ず設置して使用し
ましょう。
◦	天ぷら油・廃油などは，洗剤や石けん類と化
合して「固まり」となり，管を詰まらせる原
因となります。絶対に流さないでください。

◦	紙おむつ・下着・ハンカチ・生理用品・ウエッ
トティッシュ・プラスチック／ビニール製品・
タバコなどの異物が，ポンプに挟まって動か
なくなる事故が頻発しています。
　	トイレットペーパー以外の異物は流さないで
ください。

◦	汚水の浄化は，「微生物」が行っています。
消毒薬・農薬などの薬品類や機械油・毒物な
どは，微生物の死滅や重大な事故を招く恐れ
がありますので，絶対に流さないでください。

◦	宅地内にあるクリーンマスやトラップマス
は，定期的に清掃しましょう。

◦	排水管に髪の毛を流すと詰まりを起こすこと
があります。

集落排水（下水）をご利用の皆さまへ（お願い）
集落排水処理施設へは，「流せるもの」と「流してはいけないもの」があります。異物な
どの混入によって，排水のあふれ，施設の故障，浄化機能のストップなどさまざまな不具
合が発生します。どうか，正しいご使用にご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】　環境衛生課　☎89-3336

台　所 トイレ

その他
お風呂
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そ の 51

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

水
元　
萌
子

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
人
と

の
つ
な
が
り
や
、
四
季
の
美
し
さ
を
感

じ
て
、
ま
す
ま
す
こ
の
町
を
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

私
の
協
力
隊
活
動
で
あ
る
日
本
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
は
、
有
機
の
里
と

し
て
神
石
高
原
町
を
魅
力
的
な
町
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
の
も
と
で
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
実
際
に
神
石
地
区
の
農
業
に

つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

中
で
、
神
石
高
原
町
の
有
機
農
業
が
全

国
的
に
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
た

こ
と
や
、
多
く
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
こ
と
、
消
費
者
と
つ
な
が
る
会

が
あ
る
こ
と
な
ど
、
農
業
に
限
ら
ず
い

ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ス
の
面
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。そ
ん
な
情
報
を
発
信
し
つ
つ
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
て
、
町
内
の

良
い
と
こ
ろ
が
見
え
る
化
で
き
る
よ
う

な
協
力
隊
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
水
元
で
す
。
神
石
高
原
町
に
来
て

初
め
て
の
冬
を
迎
え
、
今
ま
で
は
雪
を

年
に
1
回
く
ら
い
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
毎
朝
窓
の
外
に
真
っ
白
な

光
景
を
見
れ
る
こ
と
に
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
。
雪
も
さ
ら
さ
ら
で
感
動
し
ま

し
た
。
コ
タ
ツ
に
入
り
な
が
ら
お
餅
を

食
べ
る
こ
と
や
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上

に
や
か
ん
を
置
く
こ
と
が
憧
れ
だ
っ
た

の
で
、
そ
の
生
活
を
満
喫
で
き
て
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
雪
景
色
を
楽
し
ん
で

い
る
の
も
つ
か
の
間
、
凍
結
で
滑
ら
な

い
か
お
び
え
な
が
ら
運
転
し
た
り
、
寒

す
ぎ
て
寝
る
と
き
に
初
め
て
頭
ま
で
布

団
を
か
ぶ
っ
た
り
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る

町
で
の
生
活
に
奮
闘
中
で
す
。

神
石
高
原
町
で
夏
・
秋
・
冬
を
過
ご

し
、
日
本
っ
て
こ
ん
な
に
四
季
が
は
っ

き
り
し
て
い
た
ん
だ
な
あ
と
感
じ
て
い

る
う
ち
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着

任
し
て
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。
引
っ
越

し
て
き
て
か
ら
多
く
の
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
町
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
私
に
も
優
し
く
し
て
く
だ
さ
り
、
感

いくつ知ってる？
おせち料理‼

・食育講演会を開催・毎月19日は食育の日

12月９日，くるみふれあ
いプラザで食育講演会（食育
推進ネットワーク協議会と神
石郡PTA連合会の共催）が開
催され，株式会社平山友美
フードトータルプランニング
　代表の平山友美さんから，
「がんばりすぎない！おうち
ごはんのススメ」と題してお

食育
ミニ知識

話しいただきました。料理に時間や手間をかけられ
ない，そんなときおすすめの「作り置き」が『水だし』
で，冷蔵庫で保存する麦茶の容器に水と昆布・いり
こなどを入れておくだけ。かつおだしと合わせると
さらに旨味が増して，おいしいだし汁になるそうで
す。また，味噌玉の作り置きや，醤油・塩・酢・味
噌と昆布・鰹節・青梅・にんにく・生姜を組み合わ
せて作る『調味料の作り置き』で料理をすれば，炒
める・和えるだけでバリエーションも広がるため，
ぜひ実践してほしい。こだわるなら基本の調味料，
原材料・産地や製造方法を知ることこそが食育！と
話されました。講演の途中には，簡単に作ることが
できるかつおだしの試飲も行いました。

お正月は，皆さんにとってとても身近なものですよね！
お正月と聞くと，いろいろなことが思い浮かぶかと思い
ますが，その中でも今回は“おせち”についてのお話です。
おせちに使われている食材にはそれぞれ意味がある
ことは，多くの方が知っていると思います。鯛なら「め
でたい」の語呂合わせ，数の子は卵の数が多いことか
ら「子孫繁栄」など，有名なものもありますが，次の
中であなたはいくつ知っていますか？
◦	黒豆…邪気払い。黒く日焼けするぐらい勤勉に働けるように。
◦ごぼう…根を深く張り，代々続くように。
◦れんこん…	穴があいていることから，将来の見通しがきくように。
◦紅白かまぼこ…赤は魔除け，白は清浄。
◦昆布…「よろこぶ」の語呂合わせで縁起が良い。
◦	ぶり…	大きさによって名前が変わる出世魚で，出世をするように。
◦	海老…	海老のように長いひげをはやし，腰が曲がるまで長生

きをするように。
これら以外にも意味のある材料はあり，それを使っ
た料理や重箱そのものにも意味があります。ぜひこれ
を機会に調べてみてはどうでしょうか？

神石高原町食育推進ネットワーク協議会　地産地消部会
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トピックス＆ニュース

こんにゃく作りに挑戦
（地元特産物の体験学習）

川上事務局次長

生涯学習事業部門を『ゆきな
び』と命名し，オリジナルキャ
ラクター「ゆきしろう」（＝
油木知ろう）君も制作され，
発信中

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た

「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

広
島
県
英
語
暗
唱
大
会
で
優
秀
賞
獲
得
！

神
石
高
原
町
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

を
担
当
さ
れ
、
防
衛
省
で
は
国
の
防
衛
予

算
担
当
と
し
て
従
事
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
16
年
か
ら
砕
氷
艦
し
ら
せ
補
給
長
と

し
て
勤
務
さ
れ
、
２
度
に
わ
た
り
南
極
の

昭
和
基
地
へ
観
測
隊
員
と
物
資
を
輸
送
す

る
任
務
に
従
事
さ
れ
、
日
本
の
科
学
技
術

の
発
展
に
寄
与
・
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
23
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
長
き
に
わ

た
り
危
険
性
の
高
い
業
務
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
７
日
、
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
放
課
後

子
ど
も
教
室
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る「
ゆ

き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
に
発
足
さ
れ
た「
ゆ
き

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」で
は
、
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旧
油
木
公
民
館
）が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
地

12
月
９
日
、
第
26
回
広
島
県
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会
が
東
広

島
市
黒
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
神
石
高
原
中
学

11
月
20
日
、
神
石
高
原
町
が「
地
方
自
治
法

施
行
70
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
」を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
優

れ
た
施
策
を
実
施
し
、
地
方
自
治
の
発
展
向
上

に
寄
与
し
た
市
町
村
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
県

内
で
は
４
市
町
が
受
賞
し
ま
し
た
。

域
に
愛
着
を
持
ち
、
地
域
の
良
さ
に
気
付
く
よ
う
な
活

動
や
体
験
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
赤
木
健
二
セ
ン

タ
ー
長
は「
今
後
も
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
豊
か

校
２
年
生
の
久
保
慈
英
君
が
、見
事
、

優
秀
賞（
１
位
）を
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。
久
保
君
は
、
県
内
８
地
区
の
予

選
を
通
過
し
た
１
～
３
年
生
混
合
の

本
町
で
は
、「
小

な
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

人
情
味
あ
ふ
れ
る
油
木
地

区
の
良
さ
を
、
地
域
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

受
け
継
い
で
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

帰
国
生
徒
部
門
に
出
場
し
、「M

y Friend

」と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
会
場
を
巻
き
込
む
豊
か

な
表
現
力
を
発
揮
し
、
内
容
・
発
音
・
リ
ズ
ム
・
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
表
現
力
な
ど
の
観
点
で
審
査
さ
れ
、
こ
の

度
の
賞
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。
久
保
君
は
、「
楽
し
ん
で

発
表
で
き
ま
し
た
」と
笑
顔
で
感
想
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

さ
く
て
も
元
気
の
で
る
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
や
民
間
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
、
星
の
里
い
せ
き
の
整
備
な
ど
地
域
資
源
や
地

理
的
状
況
を
生
か
し
た
施
策
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
、

小
さ
な
町
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

小こ

垰だ
お　
豊ゆ

た
か

さ
ん（
元
２
等
海
佐
）（
高
蓋
）が
瑞
宝
双
光
章（
防
衛
功
労
）を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

小
垰
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ
、
長
く
経
理
、
補
給
業
務
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福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
）の

親
の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
は
同
等
の
所
得
水
準
の
方
で
す
。
ま
た
、
各
事

業
に
よ
っ
て
支
給
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

●
給
付
金
事
業

《
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
》

　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育

訓
練
講
座（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、医
療
事
務
な
ど
）

を
受
講
し
た
場
合
、
修
了
後
に
受
講
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

○
支
給
額　
受
講
料
の
6
割

（
上
限
20
万
円
、
下
限
１
万
２
０
０
１
円
）

《
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
》

　
経
済
的
自
立
に
効
果
的
な
資
格
を
取
得
す
る
た

め
、１
年
以
上
養
成
機
関
な
ど
で
修
学
す
る
場
合
、

修
学
期
間
中
の
生
活
や
入
学
時
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○ 

対
象
資
格　
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
、

栄
養
士
、
理
美
容
師

○
支
給
額
・
支
給
期
間（
時
期
）

【
訓
練
促
進
給
付
金
】

　

 

月
額
10
万
円（
町
民
税
非
課
税
世
帯
） 

月
額
７
万
５
０
０
円（
町
民
税
課
税
世
帯
）

　

 

修
業
期
間
に
相
当
す
る
期
間（
上
限
36
月
）　

申
請
月
か
ら
の
支
給

【
修
了
支
援
給
付
金
】

　

 

修
了
後
に

　

 

５
万
円（
町
民
税
非
課
税
世
帯
）

２
万
５
０
０
０
円（
町
民
税
課
税
世
帯
）

《
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
支
援
事
業
》

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
や
お
子
さ
ん
が
、
よ
り
良
い
条
件
で
の
就
業

や
転
職
の
た
め
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
の
た
め
の
対
策
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
修

了
後
に
受
講
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
支
給
額
・
支
給
時
期

【
受
講
修
了
時
給
付
金
】

　

 

修
了
後
に
受
講
料
の
２
割

 

（
上
限
10
万
円
、
下
限
４
０
０
１
円
）

【
合
格
時
給
付
金
】

　

 

修
了
日
か
ら
２
年
以
内
に
高
卒
認
定
試
験
に
全

科
目
合
格
し
た
場
合
、
受
講
料
の
４
割（
受
講

修
了
時
給
付
金
と
あ
わ
せ
て
15
万
円
限
度
）

※	

詳
し
く
は
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼�

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
の
給
付
金
事
業
の
お
知
ら
せ

期　　間 受 付 時 間
２月16日（金）～３月14日（水） （午前）９時～ 11時30分　（午後）１時～４時

※	相談日および相談会場につきましては，自治振興会を経由し，班ごとに別途回覧文書を配布しておりますので，
ご確認ください（土・日曜日，それ以外の日で受付を行わない日がありますのでご注意ください。）。

▼平成30年度町県民税（平成29年中所得分）申告受付日程

【お問い合わせ先】　住民課税務係または各支所町民課

▼府中税務署からのお知らせ
　★確定申告会場の開設日程

【お問い合わせ先】　府中税務署　☎0847-45-2570

期　　間 受 付 時 間 会　場　名

２月16日（金）～３月15日（木） 午前９時～午後５時
（受付は午後４時まで）

府中市文化センター
（府中市府川町70番地）

※土・日曜日は除きます。※上記期間中は，府中税務署では申告会場を設けておりませんのでご注意ください。

住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

町からのお知らせ
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産
業
課�

☎
８
９-

３
３
３
７

福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

▼�
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　
先
の
大
戦
で
公
務
な
ど
の
た
め

に
殉
じ
た
軍
人
、
軍
属
お
よ
び
準

軍
属
の
方
々
の
ご
遺
族
に
対
す
る

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」な
ど
を
受
け
る
方（
戦
没
者

な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１ 

．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
な
ど
の
子

３ 

．
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
①
父
母　
②
孫　

③
祖
父
母　
④
兄
弟
姉
妹

※	

支
給
要
件
が
あ
り
、
ご
遺
族
の
状

況（
婚
姻
・
養
子
縁
組
な
ど
）に

よ
り
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４ 

．
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
な
ど
）

～ 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
～

※	

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

● 

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、

　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
限

　
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）

●
受
付
窓
口

　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

●
添
付
書
類

○ 

こ
れ
ま
で
特
別
弔
慰
金
を
受
給

さ
れ
て
い
た
方
本
人
が
請
求
す

る
場
合

　
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
請

求
者
本
人
の
戸
籍
抄
本
１
通

※	

受
給
権
の
確
認
に
は
大
変
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
裁
定
通
知
書

や
国
債
の
写
し
な
ど
を
持
参
い

た
だ
け
れ
ば
手
間
を
省
け
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○ 

こ
れ
ま
で
特
別
弔
慰
金
を
受
給

さ
れ
て
い
た
方
以
外
の
ご
遺
族
の

方
、
ま
た
は
今
回
新
た
に
特
別
弔

慰
金
を
請
求
さ
れ
る
方
の
場
合

　
請
求
者
の
順
位
な
ど
に
よ
り
必

要
な
戸
籍
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
受
付
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家畜伝染病予防法に基づき，次の動物を飼育している方は，畜産業に限らず，毎年２月１日現在
に飼育している動物の頭羽数や衛生管理状況を広島県に報告することが義務付けられています。
●対象動物　 牛，水牛，鹿，馬，羊，山羊，豚，いのしし，鶏，その他の家きん※
※	その他の家きんとは，あひる（あいがもを含む），うずら，きじ，だちょう，ほろほろ鳥，七面鳥を指します。
　詳しくは，畜産事務所へお問い合わせいただくか，広島県ホームページをご覧ください。
●お問い合わせ先　広島県東部畜産事務所　防疫課
　☎ 084-921-1311（内線 3907・3908・3909）
【広島県ホームページ】

政
策
企
画
課�

☎
８
９-

３
３
５
１

保
健
課�

☎
８
９-

３
３
６
６

▼ 

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の 

準
備
調
査
実
施
に
つ
い
て

▼ 

脳
脊
髄
液
減
少
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
10
月
に
総
務
省
が
実
施
す
る
「
平
成
30
年
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
」
の
準
備
調
査
（
単
位
区
設
定
）
を

行
い
ま
す
。
こ
の
準
備
調
査
で
は
、
県
知
事
が
任
命

し
た
統
計
指
導
員
が
町
内
の
調
査
区
を
巡
回
し
て
住

戸
数
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

●
調
査
の
時
期　
２
月
１
日
現
在
で
調
査
し
ま
す
。

＊	

指
導
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
指
導
員
は
、「
指
導
員
証
」
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
と
は
、
交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
な
ど
の
強
い
衝
撃
を
身
体
に
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
脳
を
浮
か
べ
て
い
る
「
脳
脊
髄
液
」
が
漏

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
た
と

き
に
、
吐
き
気
、
難
聴
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引

き
起
こ
す
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
り
診
断

基
準
の
作
成
や
有
効
的
な
治
療
法
に
関
し
て
、
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

治
療
や
相
談
が
で
き
る
と
こ
ろ

●
医
療
機
関

　
広
島
県
健
康
福
祉
局
健
康
対
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
神
石
高
原
町
の
相
談
窓
口

　
保
健
課　
健
康
係
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

▼動物を飼育する皆さまへ

検　索飼養衛生管理基準

町からのお知らせ
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場政策企画課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.lg.jp

あて先
広報神石高原では，皆さまからのお便りやお
知らせ・俳句など，お待ちしております。皆
さまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神石
高原

神
石
高
原
町

消
費
生
活
情
報

11月28日，油木協働支
援センターで「神石高原こ
だわり楽人の会」設立総会
を開催しました。この会
は，自身の生業や活動など
に，誇り・こだわりを持ち，生きがい・やりがい
として楽しんでいる方々で設立しました。
今後は，四季を通じてこだわり楽人を巡るツアー

やイベントなどの開催，こだわり楽人が手掛けた商
品の販売を目指すほか，新たなこだわり楽人の発見
や発掘を図ります。	（神石高原こだわり楽人の会）

12月３日，油木体
育館で町体育協会主催
の神石高原町ソフトバ
レーボール大会が開催
されました。各支部の
大会を勝ち抜いた10
チームが熱戦を繰り広
げました。結果は次の
とおりです。

優　勝　油木Ａ　　
準優勝　三和クラブＡ　　３位　神石Ｂ

「神石高原こだわり楽人（らくじん）の会」設立ソフトバレーボール大会開催

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
８
９
‐
３
０
８
８

本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

カ
ニ
の
勧
誘
電
話
に
ご
用
心

カ
ニ
な
ど
の
海
産
物
の
勧
誘
電
話
を
受
け
強
引
に

契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
、断
っ
た
の
に
商
品
が
届
い
た
、

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
が
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
、

も
と
に
勧
誘
電
話
を
か
け
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

電
話
で
勧
誘
を
受
け
て
契
約
し
た
場
合
は
、
８
日

以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
、
不
安
な
と
き
や

困
っ
た
と
き
に
は
、
早
め
に
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

見
守
り
新
鮮
情
報（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）よ
り

家
族
が
注
文
し
た
と
思

い
了
承
し
た
な
ど
の
相

談
が
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

以
前
、
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
な
ど
で
海
産
物
を

注
文
し
た
際
の
名
簿
を

12月14日，今年も油木地区の逸見博志さん（91歳）がサンタ
クロースに扮して，お友達のサンタと一緒に，とよまつ保育所，

今年もサンタクロースがやって来た！

呈され，駆けつけた入江町長は「人を助ける心を一生忘れないで頑張っ
てください」と話されました。この募金は，日本赤十字社を通じて被
災地へ届けられます。

油木保育所，油木小学校を訪
問され，子どもたちにプレゼ
ントを手渡されました。また，
１円玉募金運動に取り組む油
木小学校には，神石高原町一
円玉募金会の方から募金も贈

まちづくり推進課　☎89-3332
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日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴 木 ク リ ニ ッ ク
☎87-0199  福　永

吉 實 ク リ ニ ッ ク
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2260）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

1月・2月の休日当番医

2 月

日

日

12

18

25

鈴木クリニック

吉實クリニック

鈴木クリニック

1

2

日

日

日

日

21

28

4

11

鈴木クリニック

吉實クリニック

吉實クリニック

神石高原町立病院

16
17
18

19
20

23
24
25
26

27

30
31
1

2
3

6
7
8
9

10

13
14
15

16
17

20
21
22
23

24

27
28

1月

2月

1
月

２
月

15 月
16 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （いずみ保育所）問☎ 87-0099
17 水
18 木
19 金 保育所開放 10：00～ 11：00

� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
�（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3366

20 土 絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
おひさま広場　わくわくあそび
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260
キッズベースボール教室� （油木スポーツ広場）
� 問まちづくり推進課�☎ 89-3332

21 日 油木百彩館 そば祭� （油木百彩館）問☎ 82-2468
22 月
23 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

24 水
25 木 育児相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3368
窓口業務時間延長 17：15～ 19：00
� （住民課）問☎ 89-3334

26 金
27 土
28 日 映画鑑賞会 14：00～

� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
消防出初式 10：00～
� （油木体育館）問総務課�☎ 89-3330
油木百彩館 ナマズ祭�（油木百彩館）問☎ 82-2468

29 月
30 火 オマチマンコンサート�

� （油木保育所）問まちづくり推進課�☎ 89-3332
31 水 オマチマンコンサート�

�（いずみ保育所）問まちづくり推進課�☎ 89-3332
1 木 乳児健診 13：00～

� （保健福祉センター）問保健課�☎ 89-3368
2 金
3 土 絵本のおはなし会 14：00～

� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
4 日
5 月
6 火 おひさま広場　ふれあいあそび

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

7 水 行政相談会 9：30～ 11：30
� （三和協働支援センター）問総務課�☎ 89-3330

8 木 保育所開放 10：00～ 11：00
� （油木保育所）問☎ 82-0906
1 歳 6 カ月児健診 13：00～
� （保健福祉センター）問保健課�☎ 89-3368
窓口業務時間延長 17：15～ 19：00
� （住民課）問☎ 89-3334

9 金 健康づくり講演会 13：30～ 15：00
� （三和協働支援センター）問保健課�☎ 89-3366

10 土
11 日 油木百彩館 神石牛カレー祭

� （油木百彩館）問☎ 82-2468
12 月
13 火 アルコール相談 14：00～ 16：00

�（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3366
14 水 保育所開放 10：00～ 11：00

� （くるみ保育所）問☎ 85-3329
15 木 マタニティー教室：赤ちゃん応援教室

14：00～ 16：00（保健福祉センター）
� （要予約）問保健課�☎ 89-3368

16 金 保育所開放 10：00～ 11：00
� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
�（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3366

17 土 絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
おひさま広場　わくわくあそび
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

18 日 映画鑑賞会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
油木百彩館 そば祭� （油木百彩館）問☎ 82-2468

19 月
20 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （いずみ保育所）問☎ 87-0099
21 水
22 木 育児相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3368
窓口業務時間延長 17：15～ 19：00
� （住民課）問☎ 89-3334

23 金
24 土
25 日 YAMANAMI ROCK FES�12：00～

� （さんわ総合センター）問☎ 85-3097
油木百彩館 ナマズ祭�（油木百彩館）問☎ 82-2468

26 月
27 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

28 水 神石高原町版ネウボラ講演会 13：00～
� （三和協働支援センター）（要予約）
� 問保健課�☎ 89-3368

平成30（2018）年 1月 2月
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チャレンジ農園「ありがとうパーティー」

デコレーションケーキ作り

２年生学習合宿

連携型中高一貫教育校成果発表会

12月15日，第３回チャレンジ農園「ありがとうパー
ティー」が開かれました。油木小学校の２年生からかわ
いい招待状をいただき，産業ビジネス科２年　地域農業
実践類型の14名が油木小学校を訪問しました。チャレ
ンジ農園で育てたサツマイモを使って，小学生がおいし

クリスマスも近づくこの時期
に，家庭科「ライフスキル」の
授業選択者が，デコレーショ
ンケーキ作りに挑戦しました。
「買って食べる」から「作って
食べる」へステップアップする

12月16日・17日，神石高原ホテ
ルで２年生の学習合宿を実施しま
した。この時期すでに進学・就職
に結果を出した３年生の姿に１年後
の自分を重ねながら「２年生のこの
時期に何をすればいいかをつかみ

12月20日，連携型中高一貫教育校としての成果を披露する発
表会を開催しました。教頭より３カ年間の事業内容の説明があっ
たのち，３年生がこれまで身に付けてきた表現力や思考力を発揮
して，質の高いプレゼンテーションを披露しました。産業ビジネ
ス科は地域の課題解決のために取り組んできた「ナマズ」「山菜」
「加工」について，充実した内容を分かりやすく発表しました。
普通科は，興味のある分野について「栄養を壊さない調理法」「小

いスイートポテトを作ってく
れていました。みんなで一緒
に食べたり，スタンプラリー
やクイズをして楽しみまし
た。油木小学校の２年生の皆
さん，すてきなパーティーを
ありがとうございました。

たい」と，高い意識を持って15名が参加しました。１日10時間以
上の学習時間が組み込まれたハードな合宿を終えた参加者は「こ
こまで自分を追い込むことがなかった」「いままでと勉強への意識
が変わり自信がついた」「みんなで勉強する雰囲気を大切にしたい」
と合宿の意義を強く感じていました。２年生の３学期は３年生の０
学期といいます。これからの頑張りに期待します。

ことを目指して，スポンジの台から手作りして，自分
で考えたデザインをカラフルなフルーツやクリームで
表現していきました。一つとして同じ物のない「世界

指だけ曲げられる人と曲げられない人
の違い」「韓国語（ハングル）について」
など，人文科学系，健康科学系などの
６つの分野で多彩な発表を行いまし
た。聴衆として参加した１・２年生も
大いに刺激を受け，自分のテーマや進
路について考える機会となりました。

冬季の有害鳥獣対策について
　野生動物は，農作物の味を覚えれば必ずその圃場に再来します。集落内に収穫していない柿や栗などの果樹がある
場合は，格好のエサとなり，冬季に野生動物が栄養を十分に取れることになります。また，耕作放棄地が野生動物を
引き寄せる一因となりますので，農地周辺の環境をすっきりと整理することが重要です。ポイントは次のとおりです。
★被害防止柵を設置し，冬季に集落内のエサを食べさせないこと。
★農地周辺のやぶを刈り払い，見通しを良くすること。
★集落内にある放置果樹（特に柿）の果実を収穫しておく，または放置果樹を伐採すること。

お問い合わせ

産業課 ☎89-3337

詳しくは，産業課農地係へご相談ください。

被害防止柵の
設置ポイント

被害防止柵にはいろいろ種類がありますが，柵は設置さえすれば大丈夫という
ものではありません。どの柵にも共通して注意するポイントがあります。

★しっかり囲むこと，すき間をあけないこと。
　	片方が川だから「コの字」の柵でいいという
ことはありません。農地を囲むことが大切で
す。

★ 柵の外から，作物など（エサ）が食べられな
いように，柵は作物から離して設置すること。
　	柵を作物から離して設置するか，作物を柵か
ら離して植えることで，柵越しに作物を食べ
られないようにします。

★柵の外側も歩けるスペースを確保すること。
　	柵の外側がやぶの場合は，柵まで野生動物が安心して
近寄ることになります。管理点検ができるスペースを
確保することで，柵まで野生動物が安心して近寄りに
くくなります。

★ 被害防止に有効な柵を，防ぎたい野生動物の種類に
よって正しく選択すること。
　	獣種によって有効な被害防止柵の種類が異なります。
農地に出没する野生動物が何なのか判別することが重要です。

でたった一つのオリジナルケーキ」が
仕上がり，お互いのケーキを褒め合い
ながら全員が満足の笑顔でした。家族
と一緒に味わおうと，大切に箱に入れ
て持ち帰る生徒の姿もありました。

14広報 神石高原 No.159



Library
Box

図書館だより

シルトピアカレッジ図書館 ☎82-2002

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存じですか？

図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりを１カ
月に１回のペースで発行しています。図書館はもちろん各協働支援センター，支
所にも配布していますので，ぜひご活用ください。

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・３（土）午後２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

だ
よ
り

明けましておめでとうございます！

特別整理期間による臨時休館について

　皆さん，よい年を迎えられましたでしょうか？
　シルトピアカレッジ図書館では，平成30年も利用者の皆さんにたく
さんの書籍やDVD・CDなどの視聴覚資料を利用していただけるよう，
図書資料の充実や情報の発信などに力を入れていきたいと思います。
　今年もシルトピアカレッジ図書館をよろしくお願いします。

　シルトピアカレッジ図書館では，館内整理のため次の期間を休館とさ
せていただきます。各協働支援センターにある分館も同様に休館となり
ます。

休館期間：２月20日（火）～25日（日）
　休館期間中の返却については，図書館玄関脇にある返却ポストへお願
いします。利用規約にもありますが，CD，DVD，ビデオなどの視聴覚
資料は，返却ポストへ入れると破損の恐れがあります。休館期間が明け
てから必ずカウンターへお持ちください。
　ご迷惑をおかけしますが，よろしくお願いします。

〈
受
動
喫
煙
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
〉

◦
大　
人
：	

肺
が
ん
や
心
疾
患
、
脳
卒
中
な

ど

◦
子
ど
も
：	

呼
吸
器
疾
患
や
中
耳
炎
、
乳
幼

児
突
然
死
症
候
群
な
ど

◦
妊　
婦
：	

低
体
重
児
の
出
生
や
早
産
の
リ

ス
ク
が
上
昇
し
ま
す

　
受
動
喫
煙
に
は
、
喫
煙
者
が
吐
き
出
し
た

煙
や
た
ば
こ
の
先
端
か
ら
立
ち
昇
る
副
流
煙

に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
た
ば
こ
の
煙
や

臭
い
が
染
み
つ
い
た
衣
服
や
壁
紙
、
カ
ー
テ

ン
、
家
具
な
ど
か
ら
有
害
物
質
を
吸
っ
て
し

ま
う
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
受

動
喫
煙
が
原
因
で
年
間
１
万
５
０
０
０
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
、
大
切
な
人
の
た
め
、
た
ば

こ
の
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

SUN MON TUE WED THU FRI

* * * * 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 * * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2018 2

24
31

23
30

February

知
っ
て
ほ
し
い
！ 

受
動
喫
煙
の
害

～
「
受
動
喫
煙
」と
い
う
言
葉
や

　
「
イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
～

「
受
動
喫
煙
」と
は
、
本
人
は
喫
煙
を
し
な
く
て
も
、
室
内
や
そ
の
他
の
場

所
で
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
害
を
被
る
の
は
、
喫
煙
す
る
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
動

喫
煙
に
よ
り
、
周
囲
の
人
に
も
健
康
へ
の
悪
影
響
が
及
び
ま
す
。

イエローグリーンリボンは，
「わたしの周りでたばこを吸わないで」
という気持ちをさりげなく伝えるための
ものです。

お問い合わせ
保 健 課

☎89-3366
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１月１日現在　（　）内は前月比

人口 9,330 人 （－14）
 男 4,454 人 （－ 7）
 女 4,876 人 （－ 7）
世帯 3,993 世帯 （＋ 2）

人 口 と 世 帯

　
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会

で
は
、
外
国
人
の
方
が
日
本
で
生
活
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
英
語
な
ど
の

14
言
語
で
掲
載
し
たiO

S/Android 

ア
プ
リ「
多
言
語
生
活
情
報Japan 

Life G
uide

」を
無
料
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
生
活
や
災
害
時
に
役
立

つ
ガ
イ
ド
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）自
治
体
国
際
化
協
会

　
　
☎
０
３
‐
５
２
１
３
‐
１
７
２
５

　

 http://w
w

w
.clair.or.jp/tagengo/

•
 

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
放

置
し
な
い

•
 

ゴ
ミ
は
収
集
日
ま
で
屋
内
で
保
管

し
、
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
出
す

•
 

夜
間
、
建
物
の
周
囲
や
駐
車
場
は
、

照
明
を
点
灯
し
て
明
る
く
す
る

•
 

洗
濯
物
を
忘
れ
ず
取
り
込
む

•
 

地
域
で
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す

る

•
 

家
を
空
け
る
と
き
は
、
隣
近
所
に
伝

え
て
お
く

•
 

物
置
、
車
庫
に
も
カ
ギ
を
か
け
る

•
 

車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー

は
、
燃
え
に
く
い
防
炎
品
を
使
う

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
約
３
０
０

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
出
願
期
限　
３
月
20
日（
火
）

＊
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

●
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学

　
福
山
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
☎
０
８
４
‐
９
９
１
‐
２
０
１
１

　
広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
30
年
度
４
月
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

●
募
集
科
目　
　

◦
自
動
車
整
備
科（
２
年
課
程
）

◦
機
械
シ
ス
テ
ム
科（
１
年
課
程
）

◦
電
気
設
備
科（
１
年
課
程
）

◦
建
築
科（
１
年
課
程
）

・
溶
接
加
工
科（
１
年
課
程
）

●
選
考
日　
２
月
27
日（
火
）

●
募
集
期
限　
２
月
８
日（
木
）必
着

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校

　
　
☎
０
８
４
‐
９
５
１
‐
０
２
６
０

多
言
語
生
活
情
報
ア
プ
リ

放
火
火
災
の
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

放
送
大
学
４
月
生
募
集

広
島
県
の
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
額
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

訓
練
生
募
集

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

三
原
神
明
市

　

ダ
ル
マ
市
や
植
木
市
の
ほ
か
、
約

５
０
０
軒
以
上
の
露
店
が
市
街
地
に
並

び
ま
す
。
メ
イ
ン
通
り
に
設
置
さ
れ
て

い
る
高
さ
３・
９
ｍ
、
重
さ
約
５
０
０

㎏
の
大
ダ
ル
マ
は
必
見
で
す
。

（
時
）２
月
９
日（
金
）～
11
日（
日
）

（
場
）Ｊ
Ｒ
三
原
駅
北
側
一
帯

（
問
）三
原
市
役
所　
観
光
課

　
　
☎
０
８
４
８
‐
６
７
‐
６
０
１
４ ※	町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●町県民税・第４期分
●国民健康保険税・第８期分

納期限　１月31日

1 月 の 納 税

特定（産業別）最低賃金が
適用される業種

最低賃金額
（時間額）

製鉄業等 922 円

金属製品製造業 882 円

はん用機械器具等製造業 890 円

電子部品等製造業 851 円

自動車・同附属品製造業 870 円

船舶等製造業 912 円

各種商品小売業 838 円

自動車小売業 868 円

　
改
定
さ
れ
た
の
は
、
製
鉄
業
な
ど
８

業
種
の
特
定
最
低
賃
金
で
、
平
成
29
年

12
月
31
日
か
ら
発
効
し
ま
す
。

※
適
用
さ
れ
る
業
種
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
賃
金
引
き
上
げ
に
取
り
組
む

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
方
に
、

助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

広
島
労
働
局
ま
た
は
広
島
県
最
低
賃
金

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
労
働
局
賃
金
室

　
　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
４
４

　
福
山
労
働
基
準
監
督
署

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
３
‐
０
０
０
５

暮らし広場 jinsekikougen
information
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～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

運転免許更新日のご案内

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故　 1 件
物損事故　15 件

減らそう犯罪

12月分

２月の免許更新日は
２日（金），16 日（金）です。

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
12
月
届
出
分
）

入い
り

江え

美み

咲さ
き　
（
南
ゆ
き
）

柴し
ば

迫さ
こ

莉り

大た　
（

上

）

横よ
こ

尾お

颯り
ゅ
う

音と　
（
草

木
）

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
） 　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
12
月
届
出
分
）

２月16日（金）でも一般・違反・初回の方の
免許更新は可能ですが，３月２日（金）に油
木交番で，講習を受けて頂くことになります。

（
敬
称
略
）

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
新
た
に
導
入
さ

れ
る
収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
を
行
う

農
業
者
を
対
象
に
、
品
目
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
農
産
物
の
価
格
低
下
や
自
然

災
害
に
よ
る
収
入
減
少
な
ど
、
農
業
経

営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を
見
て
総
合
的

に
対
応
し
得
る
保
険
制
度
で
す
。　

　
加
入
条
件
や
補
償
内
容
な
ど
詳
し
く

は
、
広
島
県
農
業
共
済
組
合
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
農
業
共
済
組
合

　
　
☎
０
８
２
‐
２
６
２
‐
４
７
１
１

道路状況に合わせた運転
積雪や凍結によるスリップ事故防止のため

▶車間距離の確保
▶緩やかなハンドル操作
▶カーブ手前の十分な減速
を心がけてください。

収
入
保
険
が
は
じ
ま
り
ま
す

（
敬
称
略
）

各種事件　未発生

冬の運転に細心の注意を‼

総
務
課
　
総
務
係

主
事
　
三み
よ
し吉

　
咲さ
き
こ子

　

総
務
課
総
務
係
の
三
吉

と
申
し
ま
す
。
主
に
、
職
員

共
済
や
消
耗
品
の
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
や
映
画
鑑

賞
で
す
。
職
員

の
福
利
厚
生
を

充
実
さ
せ
、
住

民
の
皆
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
日
々
仕

事
を
し
て
い
ま

す
。

髙た
か

木き

行ゆ
く

江え　
（
安

田
）	

91
歳

菊き
く

樂ら
く

葊ひ
ろ

之ゆ
き　
（
源
流
の
里
し
ん
さ
か
）	

75
歳

小こ　
林ば

や
し　
千ち

住ず

子こ　
（
仙

養
）	

86
歳

原は
ら

田だ

明あ
き

男お　
（
木
津
和
）	

87
歳

石い
し

川か
わ

敞ひ
さ

員か
ず　
（
源
流
の
里
し
ん
さ
か
）	

81
歳

小お

田だ

　

稔み
の
る　
（
い
ち
ば
）	

66
歳

新に
っ

田た

春は
る

子こ　
（
西
油
木
）	

83
歳

吉よ
し

村む
ら

三み
つ

夫お　
（
高

蓋
）	
75
歳

池い
け　
田だ　
ミ
ヨ
子こ　
（
草

木
）	
85
歳

田た　
渕ぶ

ち　
フ
ミ
子こ　
（
木
津
和
）	

104
歳

平ひ
ら

内う
ち

　

章あ
き
ら　
（

牧

）	

85
歳

山や
ま　
本も

と　
コ
ユ
キ　
（
有

木
）	

96
歳

川か
わ　
上か

み　
ト
キ
子こ　
（
西
油
木
）	

86
歳

萩は
ぎ

原わ
ら

義よ
し

之ゆ
き　
（
小

畠
）	

88
歳

細ほ
そ

川か
わ

博ひ
ろ

己み　
（

牧

）	

88
歳

藤ふ
じ

田た

義よ
し

治は
る　
（

上

）	

73
歳

水み
ず

井い

満み
ち

樹き　
（

上

）	

89
歳

防災とボランティア週間
１月15日（月）～21日（日）

★災害への備えを万全に
　普段から持ち出し品や避難場所と経路を確認する。
★防災訓練などへの参加
　各自主防災組織などが実施する防災訓練に参加する。
★助け合いの心を
　災害時，子どもや高齢者などに手を差し伸べるなど協力する。
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地
域
に
感
謝
！
　
そ
し
て
誇
り
を
！

神
石
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
に
お
勤
め
の
谷
川
さ
ん
は
、

仕
事
の
傍
ら
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
、
神
石
地
区
草
木
地
域
の
若
者
が
中
心
と
な
り
結
成

さ
れ
た「
草
木
若
者
強
力
支
援
隊
」の
代
表
を
務
め
る
谷
川
さ
ん
。

草
木
若
者
強
力
支
援
隊
で
は
、
こ
れ
ま
で
参
加
が
少
な
か
っ
た
若

者
が
、
運
動
会
や
盆
踊
り
大
会
、
敬
老
会
な
ど
の
地
域
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
、
主
体
的
に
企
画
や
運
営
に
関
わ
っ
て
地
域
を
盛

り
上
げ
、
後
継
者
を
育
て
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
過
疎
高
齢
化
が
進
む
本
町
に
新
た
な
産
業
を
創
出
し
町
お
こ

し
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
ナ
マ
ズ
養
殖
に

取
り
組
む
地
元
の
油
木
高
校
を「
地
域
で
支
援
し
、
ナ
マ
ズ
を
宣

伝
し
よ
う
」と
、
ナ
マ
ズ
の
養
殖
や
特
産
化
に
も
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
昨
年
か
ら
油
木
高
校
野
球
部
後
援
会
の
会
長
を
務

め
る
谷
川
さ
ん
は
、
油
木
高
校
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
で
、
１
年
生
の
秋

に
軟
式
か
ら
硬
式
へ
と
変
わ
り
、「
練
習
も
全
く
違
い
、鍛
え
ら
れ
、

成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
高
校
時
代
に
硬
式
野
球
を
経
験
し
た
こ

と
は
、
自
分
の
人
生
の
中
で
も
大
き
な
基
盤
と
な
っ
た
」と
、
油

木
高
校
や
野
球
部
を
応
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
軟
式
野
球
チ
ー
ム
の
監
督
や
審
判
員
な
ど
も
務
め
る
谷

川
さ
ん
。「
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
油
木
高
校
や
地
域
の
方
に
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
で
き
る
限
り
努
力
し
て
い
き
た

い
」と
、
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

草 木 自 治 振 興 会

谷
た に

川
か わ

　浩
こ う

嗣
じ

さん

児
こ

玉
だま

　　陸
りく

ちゃん
（小畠）

☆
親
の
願
い

元
気
い
っ
ぱ
い
で
優
し
い
子
に

な
っ
て
ね
。

松
まつ

岡
おか

　愛
あ

悠
ゆ

ちゃん
（高蓋）

☆
親
の
願
い

悠
然
と
咲
く
花
の
よ
う
に
愛
さ
れ

る
子
に
な
っ
て
ネ
♥

本
ほん

多
だ

　七
な

絆
ずな

ちゃん
（南ゆき）

☆
親
の
願
い

元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い

子
に
育
っ
て
ね
。

入
いり

江
え

　功
こう

晟
せい

ちゃん
（南ゆき）

☆
親
の
願
い

強
く
て
優
し
い
人
に
な
っ
て
ね
。

江
え

草
ぐさ

　奏
かな

汰
た

ちゃん
（城山）

☆
親
の
願
い

明
る
く
の
び
の
び

　
　
　
大
き
く
な
っ
て
ね
！

神石高原町

生き活き
　　 ネットワーク

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

No.94

２歳のおたんじょうびのお友達を紹介します。
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